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Ⅰ 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

 男女間の暴力に関する県民の意識、被害の経験の態様、程度及び被害の潜在化の程度、理由

等を把握し、その結果を「山口県配偶者暴力等対策基本計画」に活用するとともに、今後の施

策推進の基礎資料とする。 

２ 実施主体 

 山口県 

３ 協力機関 

 県内各市町 

４ 調査設計 

（１）調査対象 山口県内居住の満 18歳以上の男女各 1,500人 計 3,000人 

（２）抽出方法 住民基本台帳に基づく無作為抽出 

        （市町別、年齢別に人口比による割当） 

（３）調査時期 令和元年 9月 12日(木)～10月 4日(金) 

（４）調査方法 郵送法 

（５）回収数(率)   計   1,172(39.1%) 

           男性   513(34.2%) 

           女性    656(43.7%) 

           その他   0 

           無回答   3 

５ 調査内容 

（１）回答者の属性 

   (性別、年齢、未既婚、子どもの有無) 

（２）配偶者からの暴力について 

（３）交際相手からの暴力について 

（４）性暴力について 

（５）男女間の暴力について 

(つきまとい行為、男女間暴力根絶のための対応策) 

６ 本報告書を読む際の注意 

（１）結果数値(%)は、小数点以下第 2位を四捨五入して算出しているため、内訳の合計が計に一

致しない場合がある。 

（２）1人の対象者に 2つ以上の回答を認めた設問では、内訳の合計が 100%を超える場合がある。 

（３）今回の調査は、次の資料と比較している。 

   内閣府「男女間における暴力に関する調査」(平成 29年 12月調査) 

      山口県「男女間における暴力に関する調査」(平成 26年 9月調査) 
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７ 回答者の属性 

（１）性別 

Ｆ１ あなたの性別は（○はひとつだけ） 

 

性別 

 

43.8 56.0 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性 女性 その他 無回答

 

 

（２）年齢 

Ｆ２ あなたの年齢は（○はひとつだけ） 

 

年齢 

 

0.9 

0.8 

1.1 

6.1 

5.5 

6.6 

9.0 

7.8 

9.9 

14.8 

13.5 

16.0 

12.8 

12.5 

13.1 

23.0 

25.1 

21.5 

33.2 

34.9 

31.9 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

18～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答
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（３）未既婚 

Ｆ３ あなたは、次のうちどれにあてはまりますか（○はひとつだけ） 

 

未既婚 

 

69.5 

74.7 

65.7 

16.5 

11.7 

20.3 

13.4 

13.1 

13.7 

0.6 

0.6 

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

既婚（事実婚や別居中を含む） 離別または死別 未婚 無回答

 

 

未既婚(性・年齢別) 

男性 

 

32.1 

72.5 

73.9 

75.0 

83.7 

77.1 

11.6 

10.9 

10.1 

17.9 

100.0 

67.9 

27.5 

14.5 

14.1 

6.2 

3.4 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(4人)

20～29歳(28人)

30～39歳(40人)

40～49歳(69人)

50～59歳(64人)

60～69歳(129人)

70歳以上(179人)

既婚（事実婚や別居中を含む） 離別または死別 未婚 無回答
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女性 

 

27.9 

67.7 

80.0 

75.6 

78.7 

55.0 

8.6 

15.1 

16.3 

42.1 

100.0 

72.1 

32.3 

11.4 

9.3 

5.0 

1.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(7人)

20～29歳(43人)

30～39歳(65人)

40～49歳(105人)

50～59歳(86人)

60～69歳(141人)

70歳以上(209人)

既婚（事実婚や別居中を含む） 離別または死別 未婚 無回答

 
 

（４）子どもの有無 

Ｆ４ あなたには、お子さんがいらっしゃいますか（別居、独立したお子さんも含む） 

（○はひとつだけ） 

 

子どもの有無 

 

78.9 

78.6 

79.4 

20.8 

21.2 

20.6 

0.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

いる いない 無回答
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子どもの有無(性・年齢別) 

男性 

17.9 

50.0 

75.4 

81.3 

86.8 

90.5 

100.0 

82.1 

50.0 

24.6 

18.8 

13.2 

8.9 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(4人)

20～29歳(28人)

30～39歳(40人)

40～49歳(69人)

50～59歳(64人)

60～69歳(129人)

70歳以上(179人)

いる いない 無回答

 

女性 

23.3 

55.4 

80.0 

80.2 

90.8 

92.8 

100.0 

76.7 

44.6 

20.0 

19.8 

9.2 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(7人)

20～29歳(43人)

30～39歳(65人)

40～49歳(105人)

50～59歳(86人)

60～69歳(141人)

70歳以上(209人)

いる いない 無回答
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【参考：性別、年齢別回収率の状況】 

39.1 

34.2 

43.7 

16.9 

25.2 

29.7 

37.0 

36.4 

50.4 

44.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体(1,172人/3,000人)

男性(513人/1,500人)

女性(656人/1,500人)

18～19歳(11人/65人)

20～29歳(71人/282人)

30～39歳(105人/354人)

40～49歳(174人/470人)

50～59歳(150人/412人)

60～69歳(270人/536人)

70歳以上(389人/881人)
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Ⅱ 調査結果 

ⅰ 調査結果のまとめ 

 

○ 「配偶者暴力防止法」の認知度：８割を超える         (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１参照) 

・「配偶者暴力防止法」について、「法律があることも、その内容も知っている」は 16.0%、

「法律があることは知っているが、内容はよく知らない」は 64.4%で、合わせて「知ってい

る」は 80.4%となっている。 

 

○ 相談窓口の周知度：「警察」が最も高い               (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要２参照) 

・配偶者からの暴力についての相談窓口の周知度は、「警察」が 82.3%と最も高い。 

・「山口県男女共同参画相談センター(配偶者暴力相談支援センター)」は、前回(H26)の 26.7%

から 25.1%と 1.6ポイント低下。 

 

○ 配偶者からの暴力と認識される行為：すべての行為で暴力の認識度合いが上昇 

(Ⅱ－ⅱ調査結果の概要３参照) 

・性的行為の強要や大声でどなるといった身体的暴力でない行為も含め、すべての行為におい

て、「どんな場合でも暴力にあたると思う」という人が前回(H26)より上昇。 

 

○ 配偶者からの暴力の被害経験：約４人に 1人が被害経験あり   (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要４参照) 

・配偶者からの暴力の被害経験は 26.8%で、男性 20.1%、女性 32.1%と男女で開きがある。 

・被害経験は前回(H26)の 22.0%から 26.8%と 4.8ポイント上昇。 

 

○ 配偶者からの暴力の被害に対する相談：約６割がどこ(だれ)にも相談していない 

(Ⅱ－ⅱ調査結果の概要５参照) 

・配偶者からの暴力の被害者で、60.8%の人がどこ(だれ)にも相談していない。特に、男性は相

談していない割合が高い(男性 76.7%、女性 54.2%)。 

・相談先は家族や親戚、友人・知人が多く、行政機関の相談窓口は少ない。 

 

○ 配偶者からの暴力の被害を受けたときの行動：女性の約６割が別れたいと思ったが、相手と

別れたのは１割強                      (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要６参照) 

・被害を受けた女性の 58.0%が「別れたい(別れよう)」と思っており、そのうち 14.9%は別れて

いるが、男性の 40.4%は「別れたい(別れよう)」とは思わなかった。 

・配偶者と別れなかった理由は、男女とも「子どもがいる(妊娠した)から、子どものことを考

えたから」が最も高い。 

 

○ 命の危険を感じた経験：約１割が経験あり           (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要７参照) 

・配偶者からの暴力の被害経験がある人のうち、命の危険を感じた人は 11.9%で、男性 3.4%、

女性 16.0%と男女で開きがある。 



- 8 - 

 

 

○ 子どもの被害経験：被害を受けたことがある家庭の約２割は子どもへの被害もみられる 

(Ⅱ－ⅱ調査結果の概要８参照) 

・配偶者からの暴力の被害経験があり、子どもがいる人の 23.8%は、子どもにも何らかの被害

がある。 

・子どもの被害経験は、「心理的虐待」が最も多い。 
 

○ 交際相手からの暴力の被害経験：約６人に 1人が被害経験あり (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１０参照) 

・交際相手からの暴力の被害経験は 16.9%で、男性 10.0%、女性 22.3%と男女で開きがある。 

・被害経験は前回(H26)の 13.5%から 16.9%と 3.4ポイント上昇。 

 

○ 交際相手からの暴力の被害に対する相談：約５割がどこ(だれ)にも相談していない 

(Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１１参照) 

・交際相手からの暴力の被害者で、50.8%の人がどこ(だれ)にも相談していない。 

・交際相手からの暴力に関する相談は、配偶者間の場合と異なり、家族や親戚より、友人・知

人の方が多い。 
 

○ 交際相手からの暴力の被害を受けたときの行動：約４割が相手と別れた 

  (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１２参照) 

・被害を受けた 43.8%が交際相手と別れており、男性の 38.2%、女性の 45.8%が別れている。 

 

○ 命の危険を感じた経験：約２割が経験あり          (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１３参照) 

・交際相手からの暴力の被害経験がある人のうち、命の危険を感じた人は 22.3%で、男性 11.8%、

女性 26.0%と男女で開きがある。 
 

○ 性暴力の被害経験：女性の約４人に 1人が被害経験あり    (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１４参照) 

・性暴力の被害経験は 15.2%で、男性 1.0%、女性 26.4%と男女で開きがある。 

※性暴力：性交、身体を触られる、痴漢、盗撮などの同意のない・望まない性的な行為 

 

○ 性暴力の被害に対する相談：約６割がどこ(だれ)にも相談していない 

 (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１５参照) 

・性暴力の被害者で、56.2%の人がどこ(だれ)にも相談していない。 

・相談先は友人・知人、家族や親戚が多く、行政機関の相談窓口は少ない。 
 

○ やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」の周知度：50歳代までの女性は約 1割 

 (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１６参照) 

・やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」を知っている人は 6.1%となっている。 

・50歳代までの女性の約 1割が知っていると回答している。 
 

○ 男女間における暴力をなくすために必要なこと           (Ⅱ－ⅱ調査結果の概要１８参照) 

・男女間における暴力をなくすために必要なことは「社会のあらゆる分野で人権尊重や暴力を

許さない意識を醸成するための啓発を行う」(53.7%)が最も高く、次いで「学校における男女

平等や人権についての教育を充実させる」(53.1%)の順となっている。 
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ⅱ 調査結果の概要 

 

１ 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律(配偶者暴力防止法)」の認知度 

 

（「配偶者」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦も含みます。以下、同様） 

問１ あなたは、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律(配偶者暴力防止

  法）」を知っていますか。あてはまる番号に○をつけてください。  （○はひとつだけ） 

（図 1-1） 

 「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」(以下、「配偶者暴力防止法」と

いう。)を知っているか聞いたところ、『法律を知っている』という人は 80.4%(「法律があるこ

とも、その内容も知っている」16.0%＋「法律があることは知っているが、内容はよく知らない」

64.4%)となっている。これに対し、「法律があることを知らなかった」という人は 17.5%となっ

ている。 

 性別にみると、認知度は男性の方が高くなっている。 

 前回(H26)の調査結果と比較してみると、「法律があることも、その内容も知っている」(16.2%

→16.0%)、「法律があることは知っているが、内容はよく知らない」(65.3%→64.4%)がともに低

下している。 

 全国(H29)の調査結果と比較してみると、認知度は全国の調査結果の方が高くなっている。 
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図 1-1 配偶者暴力防止法の認知度 

16.0 

17.5 

14.6 

64.4 

64.1 

64.9 

17.5 

16.8 

18.0 

2.1 

1.6 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

法律があること

も、その内容も

知っている

法律があることは

知っているが、内

容はよく知らない

法律がある

ことを知らな

かった

無回答

 

 

前回調査（Ｈ２６） 

16.2 

19.0 

14.2 

65.3 

64.3 

67.0 

12.8 

12.0 

13.6 

5.7 

4.7 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,474人)

男性(641人)

女性(818人)

法律があること

も、その内容も
知っている

法律があることは

知っているが、内
容はよく知らない

法律があることも、

その内容も知らなかった

無回答

  

 

内閣府調査（Ｈ２９） 

21.6 

23.7 

19.8 

66.4 

65.2 

67.5 

9.2 

8.4 

10.0 

2.7 

2.7 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(3,376人)

男性(1,569人)

女性(1,807人)

法律があること

も、その内容も

知っている

法律があることは

知っているが、内

容はよく知らない

法律がある

ことを知らな

かった

無回答
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（図 1-2） 

 性・年齢別にみると、「法律があることも、その内容も知っている」という人は、男女とも年

代が上がるほど高くなっている。 

 

図 1-2 配偶者暴力防止法の認知度(性・年齢別) 

法律があることも、

その内容も知っている

法律があることは知っているが、

内容はよく知らない

法律があることを知らなかった 無回答

10.7 

10.0 

17.4 

15.6 

16.3 

22.3 

75.0 

57.1 

65.0 

62.3 

67.2 

64.3 

64.2 

25.0 

28.6 

25.0 

20.3 

17.2 

18.6 

10.1 

3.6 

0.8 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(4人)

20～29歳(28人)

30～39歳(40人)

40～49歳(69人)

50～59歳(64人)

60～69歳(129人)

70歳以上(179人)

男性

2.3 

4.6 

11.4 

12.8 

17.0 

21.5 

57.1 

69.8 

56.9 

63.8 

70.9 

66.0 

64.1 

42.9 

27.9 

38.5 

22.9 

14.0 

14.2 

10.5 

1.9 

2.3 

2.8 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(7人)

20～29歳(43人)

30～39歳(65人)

40～49歳(105人)

50～59歳(86人)

60～69歳(141人)

70歳以上(209人)

女性

 

 

（図 1-3） 

 性・未既婚別にみると、未婚者では「法律があることを知らなかった」という人が、男性 28.4%、

女性 34.4%となっており、既婚者や離別・死別者よりも高くなっている。 

 

図 1-3 配偶者暴力防止法の認知度(性・未既婚別) 

法律があることも、

その内容も知っている

法律があることは知っているが、

内容はよく知らない

法律があることを知らなかった 無回答

18.3 

21.7 

10.4 

64.0 

68.3 

59.7 

16.2 

8.3 

28.4 

1.6 

1.7 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既婚(383人)

離別・死別(60人)

未婚(67人)

男性

14.6 

20.3 

5.6 

67.7 

60.9 

57.8 

15.1 

16.5 

34.4 

2.6 

2.3 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既婚(431人)

離別・死別(133人)

未婚(90人)

女性
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２ 相談窓口の周知度 

 

問２ あなたは、配偶者からの暴力について、相談できる窓口を知っていますか。次の中か 

ら、知っているものすべてに○をつけてください。        （○はいくつでも） 

（図 2-1） 

 配偶者からの暴力についての相談窓口として知っているものを聞いたところ、「警察」が 82.3%

と最も高く、次いで「市役所、町役場」(38.6%)、「民間の専門家や専門機関(弁護士・弁護士会、

カウンセラー・カウンセリング機関、民間シェルターなど)」(33.4%)、「山口県男女共同参画相

談センター(配偶者暴力相談支援センター)」(25.1%)の順となっている。 

 前回(H26)の調査結果と比較してみると、「山口県男女共同参画相談センター(配偶者暴力相談

支援センター)」の周知度は 26.7%から 25.1%と 1.6ポイント低下している。 

 

図 2-1 相談窓口の周知度 

25.1 

82.3 

15.2 

38.6 

12.4 

33.4 

0.6 

8.4 

2.6 

26.7 

83.2 

19.3 

39.6 

18.5 

30.8 

0.6 

9.2 

2.3 

23.9 

81.9 

12.0 

38.0 

7.6 

35.7 

0.6 

7.6 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）

警察

法務局・地方法務局、人権擁護委員

市役所、町役場

裁判所

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・
カウンセリング機関、民間シェルターなど）

その他

相談できる窓口として

知っているところはない

無回答

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)
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前回調査（Ｈ２６） 

26.7 

80.7 

17.4 

6.1 

36.3 

15.4 

27.7 

1.0 

8.1 

5.2 

26.7 

81.0 

21.8 

9.0 

38.5 

17.5 

26.5 

1.4 

8.4 

4.5 

26.9 

80.9 

13.9 

3.9 

34.8 

13.8 

28.9 

0.7 

7.9 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）

警察

法務局・地方法務局・人権擁護委員

県庁

市役所、町役場

裁判所

民間の機関

（弁護士会、民間シェルターなど）

その他

相談できる窓口として

知っているところはない

無回答

全体(1,474人)

男性(641人)

女性(818人)
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（図 2-2） 

 性・年齢別にみると、「警察」は、男女ともすべての年代で最も高くなっている。 

 「山口県男女共同参画相談センター(配偶者暴力相談支援センター)」は、男女とも 30歳代の周

知度が他の年代と比べて低くなっている。 

「法務局・地方法務局、人権擁護委員」は、女性より男性で、また、若年層より高年齢者で、

それぞれ高くなっている。 

「相談できる窓口として知っているところはない」という人は、女性の 18～19歳で 28.6%と、

他の年代より高くなっている。 

 

図 2-2 相談窓口の周知度(性・年齢別) 

0.0 

100.0 

0.0 

50.0 

0.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

75.0 

7.1 

35.7 

3.6 

17.9 

0.0 

17.9 

3.6 

10.0 

87.5 

2.5 

42.5 

22.5 

30.0 

0.0 

10.0 

0.0 

18.8 

82.6 

7.2 

34.8 

20.3 

33.3 

0.0 

13.0 

2.9 

26.6 

85.9 

12.5 

34.4 

17.2 

37.5 

1.6 

9.4 

0.0 

27.9 

89.1 

22.5 

45.0 

21.7 

37.2 

0.0 

5.4 

1.6 

35.2 

78.2 

30.2 

39.1 

17.9 

25.1 

1.1 

8.9 

3.9 

0%20%40%60%80%100%

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）

警察

法務局・地方法務局、人権擁護委員

市役所、町役場

裁判所

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・

カウンセリング機関、民間シェルターな

ど）

その他

相談できる窓口として

知っているところはない

無回答

男性

18～19歳(4人)

20～29歳(28人)

30～39歳(40人)

40～49歳(69人)

50～59歳(64人)

60～69歳(129人)

70歳以上(179人)

28.6 

57.1 

0.0 

28.6 

0.0 

28.6 

0.0 

28.6 

0.0 

16.3 

81.4 

0.0 

27.9 

7.0 

41.9 

0.0 

7.0 

2.3 

9.2 

84.6 

1.5 

29.2 

4.6 

32.3 

1.5 

7.7 

0.0 

15.2 

82.9 

4.8 

37.1 

6.7 

38.1 

0.0 

8.6 

1.0 

25.6 

81.4 

8.1 

40.7 

5.8 

45.3 

0.0 

3.5 

1.2 

28.4 

88.7 

19.1 

40.4 

8.5 

36.2 

0.7 

5.0 

0.7 

30.6 

77.0 

18.7 

40.7 

9.6 

30.1 

1.0 

10.0 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）

警察

法務局・地方法務局、人権擁護委員

市役所、町役場

裁判所

民間の専門家や専門機関

（弁護士・弁護士会、カウンセラー・
カウンセリング機関、民間シェルターなど）

その他

相談できる窓口として

知っているところはない

無回答

女性

18～19歳(7人)

20～29歳(43人)

30～39歳(65人)

40～49歳(105人)

50～59歳(86人)

60～69歳(141人)

70歳以上(209人)
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３ 配偶者からの暴力と認識される行為 

 

問３ あなたは、配偶者の間で次のようなことが行われた場合、それを暴力だと思いますか。Ａか

らＬのそれぞれについて、１から３のうちあなたの考えに近い番号に○をつけてください。 

                            （○はそれぞれひとつずつ） 

（図 3-1） 

 12 項目の行為を挙げて、それが配偶者の間で行われた場合に暴力にあたると思うか聞いたとこ

ろ、「どんな場合でも暴力にあたると思う」という人が高いのは、“身体を傷つける可能性のあ

る物でなぐる”(93.6%)、“刃物などを突きつけて、おどす”(92.2%)で、9 割以上の人が暴力に

あたると認識している。 

“足でける”(82.3%)、“いやがっているのに性的な行為を強要する”(81.3%)は、8 割以上の人

がそれぞれ暴力にあたると認識している。 

これに対し、“何を言っても長期間無視し続ける”(11.2%)、“交友関係や電話を細かく監視す

る”(10.7%)、“生活費を渡さない(諸々の費用を負担しない)”(8.4%)といった、精神的・経済的

な行為については、「暴力にあたるとは思わない」という人が高くなっている。 
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図 3-1 配偶者からの暴力と認識される行為 

67.4 

82.3 

93.6 

55.5 

92.2 

81.3 

61.3 

43.8 

45.0 

59.0 

50.3 

60.8 

27.8 

13.4 

2.6 

34.7 

3.3 

13.1 

27.0 

41.0 

40.1 

30.4 

39.2 

26.9 

1.4 

0.8 

0.5 

5.1 

1.0 

1.9 

7.9 

11.2 

10.7 

7.1 

6.8 

8.4 

3.4 

3.5 

3.3 

4.6 

3.5 

3.7 

3.8 

4.0 

4.3 

3.5 

3.8 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.平手で打つ

B.足でける

C.身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

D.なぐるふりをして、おどす

E.刃物などを突きつけて、おどす

F.いやがっているのに

性的な行為を強要する

G.見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

H.何を言っても長期間無視し続ける

I.交友関係や電話を細かく監視する

J.「誰のおかげで生活できるんだ」

とか、「かいしょうなし」と言う

K.大声でどなる

L.生活費を渡さない

（諸々の費用を負担しない）

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答

(1,172人)
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（図 3-2） 

性別にみると、“平手で打つ”、“足でける”、“いやがっているのに性的な行為を強要する”

では男性で、“「誰のおかげで生活できるんだ」とか、「かいしょうなし」と言う”、“大声で

どなる”、“生活費を渡さない(諸々の費用を負担しない)”では女性で、それぞれ「どんな場合

でも暴力にあたると思う」という人が高くなっている。 

 

図 3-2 配偶者からの暴力と認識される行為(性別) 

 

男性 

71.3 

86.5 

94.3 

55.6 

93.4 

85.2 

62.2 

44.4 

45.4 

57.9 

48.1 

59.3 

24.4 

10.3 

2.9 

35.7 

3.5 

11.1 

26.1 

41.1 

39.6 

32.0 

42.7 

28.8 

1.8 

0.8 

0.6 

4.9 

1.0 

1.4 

9.2 

11.9 

11.9 

8.0 

6.8 

9.4 

2.5 

2.3 

2.1 

3.9 

2.1 

2.3 

2.5 

2.5 

3.1 

2.1 

2.3 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.平手で打つ

B.足でける

C.身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

D.なぐるふりをして、おどす

E.刃物などを突きつけて、おどす

F.いやがっているのに

性的な行為を強要する

G.見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

H.何を言っても長期間無視し続ける

I.交友関係や電話を細かく監視する

J.「誰のおかげで生活できるんだ」

とか、「かいしょうなし」と言う

K.大声でどなる

L.生活費を渡さない

（諸々の費用を負担しない）

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答

(513人)
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女性 

64.3 

79.1 

93.1 

55.6 

91.5 

78.4 

60.7 

43.4 

44.8 

60.2 

52.1 

62.3 

30.6 

15.9 

2.3 

34.0 

3.0 

14.8 

27.6 

41.0 

40.4 

29.0 

36.3 

25.2 

1.1 

0.8 

0.5 

5.3 

1.1 

2.3 

7.0 

10.5 

9.8 

6.4 

6.9 

7.6 

4.0 

4.3 

4.1 

5.0 

4.4 

4.6 

4.7 

5.0 

5.0 

4.4 

4.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.平手で打つ

B.足でける

C.身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

D.なぐるふりをして、おどす

E.刃物などを突きつけて、おどす

F.いやがっているのに

性的な行為を強要する

G.見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

H.何を言っても長期間無視し続ける

I.交友関係や電話を細かく監視する

J.「誰のおかげで生活できるんだ」

とか、「かいしょうなし」と言う

K.大声でどなる

L.生活費を渡さない

（諸々の費用を負担しない）

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答

(656人)
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（図 3-3） 

前回(H26)の調査結果と比較してみると、すべての行為で「どんな場合でも暴力にあたると思う」

という人が高くなっており、“いやがっているのに性的な行為を強要する”(69.7%→81.3%)、 

“見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる”(50.0%→61.3%)、“「誰のおかげで生

活できるんだ」とか、「かいしょうなし」と言う”(46.6%→59.0%)、“大声でどなる”(41.5%→50.3%)

といった身体的暴力でない行為についても高くなっている。 

 

図 3-3 配偶者からの暴力と認識される行為 前回調査(H26) 

58.8 

75.8 

90.4 

49.9 

88.0 

69.7 

50.0 

35.8 

38.3 

46.6 

41.5 

54.7 

32.7 

16.8 

2.8 

36.8 

4.5 

21.1 

33.4 

43.9 

41.9 

36.4 

43.4 

29.3 

2.2 

1.4 

1.2 

6.3 

1.1 

3.1 

10.0 

14.2 

12.9 

10.7 

9.4 

9.8 

6.4 

6.0 

5.6 

7.1 

6.4 

6.1 

6.6 

6.0 

7.0 

6.3 

5.8 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.平手で打つ

B.足でける

C.身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

D.なぐるふりをして、おどす

E.刃物などを突きつけて、おどす

F.いやがっているのに

性的な行為を強要する

G.見たくないのに、ポルノビデオや

ポルノ雑誌を見せる

H.何を言っても長期間無視し続ける

I.交友関係や電話を細かく監視する

J.「誰のおかげで生活できるんだ」

とか、「かいしょうなし」と言う

K.大声でどなる

L.生活費を渡さない

（諸々の費用を負担しない）

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答

(1,474人)
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（図 3-4） 

全国(H29)の調査結果と共通する 11 項目を比較してみると、多くの行為について、県の調査結

果の方が暴力の認識が低い。全国と県の調査結果のうち、差の大きい項目は、“何を言っても長

期間無視し続ける”(全国 57.3%→県 43.8%)は 13.5ポイント、“大声でどなる”(全国 39.5%→県

50.3%)は 10.8ポイント、“交友関係や電話を細かく監視する”(全国 55.2%→県 45.0%)は 10.2

ポイントとなっている。 

 

図 3-4 配偶者からの暴力と認識される行為 内閣府調査(H29) 
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5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ.平手で打つ

Ｂ.足でける

Ｃ.身体を傷つける可能性の

ある物でなぐる

Ｄ.なぐるふりをして、おどす

Ｅ.刃物などを突きつけて、おどす

Ｆ.大声でどなる

Ｇ.他の異性との会話を許さない

Ｈ.家族や友人との関わりを

持たせない

Ｉ.交友関係や行き先、電話・

メールなどを細かく監視する

Ｊ.職場に行くことを妨害したり、

外出先を制限する

Ｋ.何を言っても長期間無視し続ける

Ｌ.「誰のおかげで生活できるんだ」

とか、「甲斐性なし」と言う

Ｍ.家計に必要な生活費を渡さない

Ｎ.嫌がっているのに

性的な行為を強要する

Ｏ.避妊に協力しない

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答

(3,376人)
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４ 配偶者からの暴力の被害経験 

 

【これまでに結婚したことのある方にお聞きします。（１ページＦ３で、「１ 既婚（事実婚

や別居中を含む）」、「２ 離別または死別」と答えた方にお聞きします。「３ 未婚」と答

えた方は問 12にお進みください。）】 

問４ あなたはこれまでに、配偶者から次のようなことをされたことがありますか。ＡからＣ

のそれぞれについて１、２、３のあてはまる番号に○をつけてください。 

                                         （○はそれぞれひとつずつ） 

（図 4-1） 

 これまでに結婚したことのある人(1,008 人)に、“身体的暴行”“心理的攻撃”“性的強要”

の３つの行為を挙げて、配偶者からそれらの行為について受けたことがあるか聞いたところ、い

ずれかの行為を受けたことが『あった』という人は 26.8%(「１、２度あった」18.0%＋「何度も

あった」8.8%)となっており、約４人に１人が配偶者からの暴力の被害経験がある。 

前回(H26)の調査結果と比較してみると、いずれかの行為を受けたことが『あった』という人は

22.0%から 26.8%と 4.8ポイント高くなっている。性別にみると、男女とも前回調査結果より高く

なっている(男性 14.1%→20.1%、女性 27.8%→32.1%)。 

全国(H29)の調査結果と比較してみると、男女とも、県の調査結果の方が、被害を受けたことが

ある人の割合が高くなっている(男性：全国 19.9%→県 20.1%、女性：全国 31.3%→県 32.1%)。 
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図 4-1 配偶者からの暴力の被害経験の有無 

26.8 

20.1 

32.1 

71.1 

77.7 

66.0 

2.1 

2.3 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,008人)

男性(443人)

女性(564人)

あった（計） まったくない 無回答

 
 

前回調査(H26) 

22.0 

14.1 

27.8 

73.4 

81.6 

67.3 

4.6 

4.3 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,233人)

男性(532人)

女性(697人)

あった（計） まったくない 無回答

 

 

内閣府調査(H29) 

26.1 

19.9 

31.3 

72.3 

78.9 

66.9 

1.5 

1.2 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(2,485人)

男性(1,119人)

女性(1,366人)

あった（計） まったくない 無回答
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（図 4-2） 

 それぞれの行為について、被害経験が『あった』割合をみると、“身体的暴行※１”が 17.9%、

“心理的攻撃※２”が 16.4%、“性的強要※３”が 10.1%となっている。 

前回(H26)の調査結果と比較してみると、性的強要(11.7%→10.1%)の被害経験が低くなっている

のに対し、身体的暴行(15.5%→17.9%)、心理的攻撃(11.8%→16.4%)の被害経験は高くなっている。 

全国(H29)の調査結果と共通する３項目を比較してみると、身体的暴行(全国 17.4%→県 17.9%)、

心理的攻撃(全国 13.7%→県 16.4%)、性的強要(全国 6.1%→県 10.1%)のすべてにおいて、県の調査

結果の方が、被害を受けたことがある人の割合が高い。 

 

 
※１身体的暴行…例えば、なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの 

身体に対する暴行 
※２心理的攻撃…例えば、人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するなどの精神的な 

嫌がらせ、あるいは、あなたもしくはあなたの家族に危害が加えられるのではな 

いかと恐怖を感じるような脅迫 
※３性的強要……例えば、いやがっているのに性的な行為を強要されるなど 
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図 4-2 配偶者からの暴力の被害経験 

71.1 

79.7 

80.9 

87.2 

18.0 

14.7 

10.3 

6.5 

8.8 

3.2 

6.1 

3.6 

2.1 

2.5 

2.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者からの

暴力の被害経験

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

(1,008人)

 

前回調査(H26) 

 

81.3 

85.2 

84.5 

11.8 

7.9 

8.7 

3.7 

3.9 

3.0 

3.2 

3.1 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

(1,233人)

 

内閣府調査(H29) 

72.3 

80.6 

83.3 

90.0 

90.7 

16.4 

13.7 

7.9 

3.4 

3.9 

9.7 

3.7 

5.8 

3.3 

2.2 

1.5 

2.0 

3.0 

3.2 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者からの

暴力の被害経験

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C. 経済的圧迫

D.性的強要

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

(2,485人)
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（図 4-3） 

 配偶者からの暴力の被害経験を性別にみると、被害経験が『あった』という人は男性が 20.1%、

女性が 32.1%となっており、女性の約３人に１人は被害経験がある。 

それぞれの行為をみると、“身体的暴行”を受けたことが『あった』という人は女性で 21.8%

となっており、男性の 12.8%を 9.0ポイント上回っている。 

“心理的攻撃”を受けたことが『あった』という人は女性で 20.6%となっており、男性の 11.1%

を 9.5ポイント上回っている。 

“性的強要”を受けたことが『あった』という人は女性で 15.4%となっており、男性の 3.4%を

12.0 ポイント上回っている。 

 

図 4-3 配偶者からの暴力の被害経験(性別)  

男性 

77.7 

84.7 

86.2 

93.7 

15.6 

11.7 

7.7 

2.9 

4.5 

1.1 

3.4 

0.5 

2.3 

2.5 

2.7 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者からの

暴力の被害経験

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

(443人)

 

女性 

66.0 

75.7 

76.6 

82.1 

19.9 

17.0 

12.4 

9.4 

12.2 

4.8 

8.2 

6.0 

2.0 

2.5 

2.8 

2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者からの

暴力の被害経験

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

(564人)
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（図 4-4） 

配偶者からの暴力の被害経験を性・年齢別にみると、“身体的暴行”が『あった』という人は、

女性の 50 歳代を除くすべての年代で２割以上となっており、女性の 20 歳代では 33.4%と高い。

男性では 50歳代で高くなっている。 

“心理的攻撃”が『あった』という人は、すべての年代で男性よりも女性が高くなっており、

特に女性の 40歳代は 30.2%となっている。 

“性的強要”が『あった』という人は、男性は 30 歳代で 10.3%と他の年代よりも高く、女性は

30歳代を除くすべての年代で１割を超え、特に女性の 60歳代は 20.9%となっている。 
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図 4-4 配偶者からの暴力の被害経験(性・年齢別) 

身体的暴行(男性) 

88.9 

86.2 

84.7 

81.8 

86.0 

84.1 

11.1 

10.3 

15.3 

14.5 

11.6 

10.0 

3.4 

3.6 

1.2 

2.5 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳(9人)

30～39歳(29人)

40～49歳(59人)

50～59歳(55人)

60～69歳(121人)

70歳以上(170人)

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

 

 

身体的暴行(女性) 

66.7 

77.3 

75.3 

82.1 

74.6 

74.4 

16.7 

22.7 

20.4 

12.8 

17.2 

15.8 

16.7 

4.3 

2.6 

4.5 

6.4 

2.6 

3.7 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳(12人)

30～39歳(44人)

40～49歳(93人)

50～59歳(78人)

60～69歳(134人)

70歳以上(203人)

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答
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図 4-4 配偶者からの暴力の被害経験(性・年齢別)【続き】 

心理的攻撃 (男性) 

88.9 

89.7 

86.4 

87.3 

84.3 

86.5 

11.1 

6.9 

6.8 

5.5 

9.9 

7.1 

3.4 

6.8 

7.3 

3.3 

1.2 

2.5 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳(9人)

30～39歳(29人)

40～49歳(59人)

50～59歳(55人)

60～69歳(121人)

70歳以上(170人)

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

 

 

心理的攻撃 (女性) 

83.3 

86.4 

69.9 

79.5 

73.1 

78.3 

8.3 

11.4 

10.8 

12.8 

14.9 

11.8 

8.3 

2.3 

19.4 

6.4 

8.2 

4.9 

1.3 

3.7 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳(12人)

30～39歳(44人)

40～49歳(93人)

50～59歳(78人)

60～69歳(134人)

70歳以上(203人)

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答
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図 4-4 配偶者からの暴力の被害経験(性・年齢別)【続き】 

性的強要 (男性) 

100.0 

89.7 

100.0 

94.5 

95.0 

90.6 

6.9 

3.6 

2.5 

3.5 

3.4 

1.8 

2.5 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳(9人)

30～39歳(29人)

40～49歳(59人)

50～59歳(55人)

60～69歳(121人)

70歳以上(170人)

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答

 
 

性的強要 (女性) 

83.3 

90.9 

84.9 

82.1 

75.4 

83.3 

8.3 

9.1 

8.6 

7.7 

12.7 

8.4 

8.3 

6.5 

9.0 

8.2 

4.4 

1.3 

3.7 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳(12人)

30～39歳(44人)

40～49歳(93人)

50～59歳(78人)

60～69歳(134人)

70歳以上(203人)

まったくない 1、2度あった 何度もあった 無回答
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【問４でＡ、Ｂ、Ｃのうちひとつでも、これまでに「１、２度あった」、「何度もあった」と

答えた方にお聞きします。ＡからＣのすべてが「まったくない」という方は問 11にお進みくだ

さい。】 

問５ 配偶者から、問４に該当することをされた時期について、お答えください。 

（○はいくつでも） 

（図 4-5） 

 配偶者からこれまでに“身体的暴行”“心理的攻撃”“性的強要”のいずれかについて被害を

受けたことがあると回答した人(270人)に、その被害の時期を聞いたところ、この５年以内に『あ

った』という人は 37.8%(「この１年にあった」19.3%＋「この２年から５年にあった」18.5%)と

なっている。 

また、いずれの被害についても、「５年以内にはなかった」が最も高くなっている。 

 

図 4-5 配偶者からの暴力の被害にあった時期 

19.3 

10.0 

21.8 

11.8 

18.5 

17.2 

24.2 

19.6 

56.7 

66.7 

48.5 

64.7 

5.6 

6.1 

5.5 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者からの暴力

の被害経験(n=270)

A.身体的暴行

(n=180)

B.心理的攻撃

(n=165)

C.性的強要

(n=102)

この1年にあった この2年から5年にあった 5年以内にはなかった 無回答
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５ 配偶者からの暴力の被害に対する相談 

 

【問５でＡ、Ｂ、Ｃのうち１つでも、「この１年にあった」、「この２年から５年にあった」

と答えた方にお聞きします。ＡからＣのすべてが「５年以内にはなかった」という方は問８に

お進みください。】 

問６ あなたはこの５年の間に、配偶者から受けたそのような行為について、だれかに打ち明

けたり、相談したりしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

                                 （○はいくつでも） 

（図 5-1） 

 この５年の間に、配偶者からの暴力の被害を受けたことがある人(102人)に、その被害につい

て、だれかに打ち明けたり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を

『相談した』としてまとめた。『相談した』は 36.3%で、男性が 23.3%、女性が 41.7%となってい

る。 

 

図 5-1 配偶者からの暴力の被害の相談の有無 

36.3 

23.3 

41.7 

60.8 

76.7 

54.2 

2.9 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(102人)

男性(30人)

女性(72人)

相談した 相談しなかった 無回答

 

 

（図 5-2） 

 相談先をみると、「家族や親戚に相談した」(18.6%)、「友人・知人に相談した」(18.6%)が他

の相談先より高くなっている。一方、「どこ(だれ)にも相談しなかった」(60.8%)は６割を超えて

いる。 

性別にみると、「家族や親戚に相談した」、「友人・知人に相談した」(男性 10.0%、女性 22.2%)

がともに、女性が男性を 12.2ポイント上回っている。 

これに対し、「どこ(だれ)にも相談しなかった」(同 76.7%、54.2%)は、男性が女性を 22.5ポ

イント上回っている。 
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図 5-2 配偶者からの暴力の被害の相談先 

18.6 

18.6 

3.9 

3.9 

2.0 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.8 

2.9 

10.0 

10.0 

0.0 

3.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

76.7 

0.0 

22.2 

22.2 

5.6 

4.2 

2.8 

1.4 

1.4 

1.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

54.2 

4.2 

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親戚に相談した

友人・知人に相談した

警察に連絡・相談した

職場・アルバイトの関係者

（上司、同僚、部下など）に相談した

学校関係者（教員、養護教員、

スクールカウンセラーなど）に相談した

市役所、町役場に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・

弁護士会、カウンセラー・カウンセリング
機関、民間シェルターなど）に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

裁判所に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

全体(102人)

男性(30人)

女性(72人)
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【問６で「13 どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方にお聞きします。】 

問７ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。                         （○はいくつでも） 

（図 5-3） 

配偶者からの暴力の被害について、「どこ(だれ)にも相談しなかった」と回答した人(62人)に、

相談しなかった理由を聞いたところ、「相談するほどのことではないと思ったから」(40.3%)が最

も高く、次いで「相談してもむだだと思ったから」(32.3%)、「自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったから」(29.0%)、「自分にも悪いところがあると思ったから」

(24.2%)の順となっている。 

性別にみると、「相談してもむだだと思ったから」(男性 21.7%、女性 38.5%)は 16.8ポイント、

「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」(同 8.7%、41.0%)は 32.3

ポイント、女性が男性を上回っている。 

これに対し、「自分にも悪いところがあると思ったから」(同 34.8%、17.9%)は、男性が女性を

16.9ポイント上回っている。 
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図 5-3 配偶者からの暴力の被害について相談しなかった理由 

40.3 

32.3 

29.0 

24.2 

22.6 

14.5 

12.9 

11.3 

11.3 

9.7 

6.5 

6.5 

4.8 

3.2 

3.2 

4.8 

1.6 

43.5 

21.7 

8.7 

34.8 

21.7 

8.7 

17.4 

4.3 

4.3 

4.3 

8.7 

0.0 

4.3 

0.0 

4.3 

4.3 

4.3 

38.5 

38.5 

41.0 

17.9 

23.1 

17.9 

10.3 

15.4 

15.4 

12.8 

5.1 

10.3 

5.1 

5.1 

2.6 

5.1 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談するほどのことではないと思ったから

相談してもむだだと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

自分が受けている行為がＤＶとは

認識していなかったから

別れるつもりがなかったから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

そのことについて思い出したくなかったから

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから

相談相手の言動によって不快な

思いをさせられると思ったから

他人に知られると、これまで通りの付き合い（仕事や

学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、

性的な画像のばらまきなど）

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

その他

無回答

全体(62人)

男性(23人)

女性(39人)
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６ 配偶者からの暴力の被害を受けたときの行動 

 

問８、問９については、複数の配偶者から暴力を受けた方は、あなたがより深く傷ついた経験

の１つについてお答えください。 

【配偶者から、問４のＡからＣの行為を受けたことがある方すべてにお聞きします。】 

問８ あなたは、配偶者からそのような行為を受けたとき、どうしましたか。あてはまる番号

に○をつけてください。                    （○はひとつだけ） 

（図 6-1） 

これまでに配偶者からの暴力の被害を受けたことがある人(270人)に、その行為を受けたとき、

どうしたか聞いたところ、「相手と別れた」が 14.8%、「別れたい(別れよう)と思ったが、別れ

なかった」が 36.7%、「別れたい(別れよう)とは思わなかった」が 32.6%となっている。 

性別にみると、男性は「別れたい(別れよう)とは思わなかった」(男性 40.4%、女性 28.7%)が最

も高く、女性は「別れたい(別れよう)と思ったが、別れなかった」(同 23.6%、43.1%)が最も高く

なっている。 

 

図 6-1 配偶者からの暴力の被害を受けたときの行動 

14.8 

14.6 

14.9 

36.7 

23.6 

43.1 

32.6 

40.4 

28.7 

15.9 

21.3 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(270人)

男性(89人)

女性(181人)

相手と別れた 別れたい（別れよう）と

思ったが、別れなかった

別れたい（別れよう）とは

思わなかった

無回答
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【問８で「２ 別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」と答えた方にお聞きします。】 

問９ あなたが、配偶者と別れなかった理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。                          （○はいくつでも） 

（図 6-2） 

 配偶者からの暴力の被害を受けたとき、「別れたい(別れよう)と思ったが、別れなかった」と

回答した人(99人)に、別れなかった理由を聞いたところ、「子どもがいる(妊娠した)から、子ど

ものことを考えたから」(66.7%)が最も高く、次いで「経済的な不安があったから」(40.4%)、「世

間体が悪いと思ったから」(21.2%)、「相手が変わってくれるかもしれないと思ったから」(20.2%)

の順となっている。 

性別にみると、男女とも、「子どもがいる(妊娠した)から、子どものことを考えたから」(男性

90.5%、女性 60.3%)が最も高く、次いで男性は「世間体が悪いと思ったから」(28.6%)、女性は「経

済的な不安があったから」(48.7%)が高くなっている。 

 

図 6-2 配偶者と別れなかった理由 

66.7 

40.4 

21.2 

20.2 

13.1 

11.1 

10.1 

4.0 

4.0 

3.0 

4.0 

0.0 

90.5 

9.5 

28.6 

19.0 

14.3 

14.3 

14.3 

0.0 

0.0 

4.8 

0.0 

0.0 

60.3 

48.7 

19.2 

20.5 

12.8 

10.3 

9.0 

5.1 

5.1 

2.6 

5.1 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもがいる（妊娠した）から、

子どものことを考えたから

経済的な不安があったから

世間体が悪いと思ったから

相手が変わってくれるかもしれないと思ったから

相手が別れることに同意しなかったから

相手には自分が必要だと思ったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、

性的な画像のばらまきなど）

周囲の人から、別れることに反対されたから

別れるとさみしいと思ったから

その他

無回答

全体(99人)

男性(21人)

女性(78人)
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７ 配偶者からの暴力による命の危険を感じた経験 

 

【配偶者から、問４のＡからＣの行為を受けたことがある方すべてにお聞きします。】 

問10 あなたはこれまでに、配偶者から受けたそのような行為によって、命の危険を感じたこ

とがありますか。あてはまる番号に○をつけてください。     （○はひとつだけ） 

（図 7-1） 

 これまでに配偶者からの暴力の被害を受けたことがある人(270人)に、その行為によって、命

の危険を感じたことがあるか聞いたところ、「感じた」という人は 11.9%、「感じなかった」と

いう人は 76.3%となっている。 

性別にみると、命の危険を「感じた」(男性 3.4%、女性 16.0%)は、女性が男性を 12.6ポイント

上回っている。 

 

図 7-1 配偶者からの暴力による命の危険を感じた経験 

11.9 

3.4 

16.0 

76.3 

85.4 

71.8 

11.9 

11.2 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(270人)

男性(89人)

女性(181人)

感じた 感じなかった 無回答
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８ 子どもの被害経験 

 

【問 11は、子どもがいる方にお聞きします。子どものいない方は問 12にお進みください。】 

問11 あなたの子どもは18歳になるまでの間に、配偶者から次のようなことをされたことがあ

りますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。     （○はいくつでも） 

（図 8-1） 

 これまでに配偶者からの暴力の被害を受けたことがあり、子どもがいる人(252人)に、子ども

が 18 歳になるまでの間に配偶者から被害を受けたことがあるかを聞き、何らかの被害経験が『あ

った』と回答した人は 23.8％となっている。 

  

図 8-1 子どもの被害経験の有無 

23.8 9.5 57.5 9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(252人)

あった（計） わからない まったくない 無回答
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（図 8-2） 

子どもの被害経験の内容をみると、「心理的虐待」が 17.5％と最も高く、次いで「身体的虐待」

(13.9％)の順となっている。 

 

図 8-2 子どもの被害経験 

17.5 

13.9 

1.6 

1.6 

9.5 

57.5 

9.1 

14.3 

10.7 

0.0 

2.4 

10.7 

58.3 

11.9 

19.0 

15.5 

2.4 

1.2 

8.9 

57.1 

7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

心理的虐待

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト

わからない

まったくない

無回答

全体(252人)

男性(84人)

女性(168人)

 

 

心理的虐待…例えば、子どもの心を傷つけることを繰り返し言う、無視する、他の兄弟姉妹と著

しく差別的な扱いをする、子どもの目の前で家族に対して暴力をふるうなど 

身体的虐待…例えば、なぐる、ける、たばこの火を押しつける、激しく揺さぶる、長時間外に放

置するなど 

性的虐待……例えば、子どもへの性的行為、性的行為を見せる、児童ポルノの被写体にするなど 

ネグレクト…例えば、病気やけがをしても適切な処置を施さない、乳幼児を家に置いたまま度々

外出する、極端に不潔な環境で生活させる、保護者以外の同居人による虐待を保護

者が放置するなど 
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９ 交際相手の有無 

 

問12 あなたには、これまでに交際相手がいましたか。あてはまる番号に○をつけてください。

現在、結婚している方については、結婚前についてお答えください。 （○はひとつだけ） 

 なお、ここでいう「交際相手」には、婚姻届を出していない事実婚は含みません。 

（以下、同様） 

（図 9-1） 

 交際相手からの暴力の被害経験について調査をするに当たり、交際相手の有無を聞いたところ、

「交際相手がいた(いる)」が 65.8%となっている。 

 

図 9-1 交際相手の有無

65.8 

66.3 

65.7 

19.3 

20.7 

18.3 

14.9 

13.1 

16.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

交際相手がいた（いる） 交際相手はいなかった 無回答
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（図 9-2） 

性・年齢別にみると、男女とも「交際相手がいた(いる)」が半数を超えているのは 20歳代(男

性 67.9%、女性 76.7%)、30歳代(同 95.0%、92.3%)、40歳代(同 84.1%、89.5%)、50歳代(同 84.4%、

81.4%)、60歳代(同 70.5%、70.9%)となっている。 

 

図 9-2 交際相手の有無(性・年齢別) 

男性 

75.0 

67.9 

95.0 

84.1 

84.4 

70.5 

43.0 

25.0 

32.1 

5.0 

7.2 

14.1 

18.6 

31.3 

8.7 

1.6 

10.9 

25.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(4人)

20～29歳(28人)

30～39歳(40人)

40～49歳(69人)

50～59歳(64人)

60～69歳(129人)

70歳以上(179人)

交際相手がいた（いる） 交際相手はいなかった 無回答

 

女性 

42.9 

76.7 

92.3 

89.5 

81.4 

70.9 

34.0 

57.1 

20.9 

7.7 

7.6 

9.3 

14.9 

31.1 

2.3 

2.9 

9.3 

14.2 

34.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(7人)

20～29歳(43人)

30～39歳(65人)

40～49歳(105人)

50～59歳(86人)

60～69歳(141人)

70歳以上(209人)

交際相手がいた（いる） 交際相手はいなかった 無回答
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１０ 交際相手からの暴力の被害経験 

 

【問 12で「１ 交際相手がいた（いる）」と答えた方にお聞きします。】 

問13 あなたは、交際相手から次のようなことをされたことがありますか。ＡからＣのそれぞ

れについて、あてはまる番号すべてに○をつけてください。    （○はいくつでも） 

（図 10-1） 

 「交際相手がいた(いる)」という人(771人)に、“身体的暴行”“心理的攻撃”“性的強要”

の３つの行為を挙げて、交際相手からそれらの行為について受けたことがあるかを聞いたところ、

いずれかの行為を受けたことが『あった』という人は 16.9%(「10歳代にあった」、「20歳代に

あった」、「30歳代以上にあった」のいずれかを回答した人の計)となっており、約６人に１人

が交際相手からの暴力の被害経験がある。 

性別にみると、男性が 10.0%、女性が 22.3%となっており、女性の約４～５人に１人は交際相手

からの暴力の被害経験がある。 

前回(H26)の調査結果と比較してみると、いずれかの行為を受けたことが『あった』という人は

13.5%から 16.9%と 3.4ポイント上昇している。性別にみると、男女とも前回調査結果より上昇し

ている(男性 6.7%→10.0%、女性 18.2%→22.3%)。 

全国(H29)の調査結果と比較してみると、女性において、県の調査結果の方が、被害を受けたこ

とがある人の割合が高い(全国 21.4%→県 22.3%)。 
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図 10-1 交際相手からの暴力の被害経験の有無 

16.9 

10.0 

22.3 

82.5 

89.4 

77.0 

0.6 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(771人)

男性(340人)

女性(431人)

あった（計） まったくない 無回答

 

 

前回調査(H26) 

13.5 

6.7 

18.2 

81.2 

87.1 

77.1 

5.3 

6.2 

4.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(584人)

男性(241人)

女性(340人)

あった（計） まったくない 無回答

 

 

内閣府調査(H29) 

16.7 

11.5 

21.4 

81.1 

85.8 

77.0 

2.2 

2.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,833人)

男性(864人)

女性(969人)

あった（計） まったくない 無回答
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（図 10-2） 

それぞれの行為をみると、“身体的暴行”は「10 歳代にあった」が 1.8%、「20 歳代にあった」

が 3.5%、「30 歳代以上にあった」が 3.9%となっている。 

“心理的攻撃”は「10 歳代にあった」が 1.9%、「20 歳代にあった」が 5.3%、「30 歳代以上

にあった」が 5.4%となっている。 

“性的強要”は「10 歳代にあった」が 1.9%、「20歳代にあった」が 2.9%、「30 歳代以上に

あった」が 3.5%となっている。 

また、被害を受けた経験がある年代をみると、すべての行為で「30 歳代以上にあった」が最も

高くなっている。 

 

図 10-2 交際相手からの暴力の被害経験 

89.6 

87.4 

91.2 

1.8 

1.9 

1.9 

3.5 

5.3 

2.9 

3.9 

5.4 

3.5 

1.6 

1.3 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 10歳代に

あった

20歳代に

あった

30歳代以上に

あった

無回答

(771人)
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（図 10-3） 

交際相手からの暴力の被害経験を性別にみると、すべての被害経験で女性が男性を上回ってい

る。 

 

図 10-3 交際相手からの暴力の被害経験(性別) 

男性 

94.1 

91.5 

97.6 

0.3 

0.3 

0.0 

1.8 

3.5 

0.3 

2.6 

4.7 

0.6 

1.2 

0.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 10歳代に

あった

20歳代に

あった

30歳代以上に

あった

無回答

(340人)

 
 

女性 

86.1 

84.2 

86.1 

3.0 

3.2 

3.5 

4.9 

6.7 

4.9 

4.9 

6.0 

5.8 

1.9 

1.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

A.身体的暴行

B.心理的攻撃

C.性的強要

まったくない 10歳代に

あった

20歳代に

あった

30歳代以上に

あった

無回答

(431人)
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１１ 交際相手からの暴力の被害に対する相談 

 

【問 13でＡからＣのうちひとつでも、「１０歳代にあった」、「２０歳代にあった」、「３０

歳代以上にあった」と答えた方にお聞きします。ＡからＣのすべてが、「まったくない」とい

う方は問 19にお進みください。】 

問14 あなたは、交際相手から受けたそのような行為について、だれかに打ち明けたり、相談

したりしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 （○はいくつでも） 

（図 11-1） 

 交際相手からの暴力の被害を受けたことがある人(130人)に、その被害について、だれかに打

ち明けたり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を『相談した』と

してまとめた。『相談した』は 46.2%で、男性が 41.2%、女性が 47.9%となっている。 

 

図 11-1 交際相手からの暴力の被害の相談の有無 

46.2 

41.2 

47.9 

50.8 

52.9 

50.0 

3.1 

5.9 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(130人)

男性(34人)

女性(96人)

相談した 相談しなかった 無回答

 

 

 

（図 11-2） 

 相談先をみると、「友人・知人に相談した」(33.8%)が最も高く、次いで「家族や親戚に相談し

た」(23.1%)となっており、公的機関等は低くなっている。 

 性別にみると、男性は「友人・知人に相談した」、「家族や親戚に相談した」(26.5%)が最も高

く、女性は「友人・知人に相談した」(36.5%)が最も高くなっている。 

一方、「どこ(だれ)にも相談しなかった」(50.8%)という人は半数を超えている。 
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図 11-2 交際相手からの暴力の被害の相談先 

33.8 

23.1 

6.9 

1.5 

0.8 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

50.8 

3.1 

26.5 

26.5 

11.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.9 

52.9 

5.9 

36.5 

21.9 

5.2 

2.1 

1.0 

1.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

50.0 

2.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

職場・アルバイトの関係者

（上司、同僚、部下など）に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・

弁護士会、カウンセラー・カウンセリング

機関、民間シェルターなど）に相談した

警察に連絡・相談した

裁判所に相談した

学校関係者（教員、養護教員、

スクールカウンセラーなど）に相談した

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

市役所、町役場に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

全体(130人)

男性(34人)

女性(96人)
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【問 14で「13 どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方にお聞きします。】 

問15 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。                                                  （○はいくつでも） 

（図 11-3） 

交際相手からの暴力の被害について、「どこ(だれ)にも相談しなかった」と回答した人(66人)

に、相談しなかった理由を聞いたところ、「相談するほどのことではないと思ったから」(40.9%)

が最も高く、次いで「自分にも悪いところがあると思ったから」(28.8%)、「相談してもむだだと

思ったから」(27.3%)、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」(24.2%)、「自分さえがまん

すれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」(21.2%)の順となっている。 

性別にみると、「相談するほどのことではないと思ったから」(男性 50.0%、女性 37.5%）は 12.5

ポイント、「自分にも悪いところがあると思ったから」(同 50.0%、20.8%)は 29.2ポイントと、

それぞれ男性が女性を上回っている。 

これに対し、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」(同 11.1%、29.2%)は 18.1ポイント、

「どこ(だれ)に相談してよいのか分からなかったから」(同 0.0%、16.7%)は 16.7ポイントと、そ

れぞれ女性が男性を上回っている。 
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図 11-3 交際相手からの暴力の被害について相談しなかった理由 

40.9 

28.8 

27.3 

24.2 

21.2 

15.2 

13.6 

12.1 

12.1 

10.6 

6.1 

6.1 

4.5 

3.0 

1.5 

7.6 

0.0 

50.0 

50.0 

22.2 

11.1 

11.1 

11.1 

16.7 

0.0 

5.6 

0.0 

5.6 

11.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

37.5 

20.8 

29.2 

29.2 

25.0 

16.7 

12.5 

16.7 

14.6 

14.6 

6.3 

4.2 

6.3 

4.2 

2.1 

10.4 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談するほどのことではないと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相談してもむだだと思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったか

そのことについて思い出したくなかったから

他人を巻き込みたくなかったから

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

別れるつもりがなかったから

世間体が悪いと思ったから

自分が受けている行為がＤＶとは

認識していなかったから

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、

性的な画像のばらまきなど）

相談相手の言動によって不快な

思いをさせられると思ったから

他人に知られると、これまで通りの付き合い（仕事や

学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

その他

無回答

全体(66人)

男性(18人)

女性(48人)
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１２ 交際相手からの暴力の被害を受けたときの行動 

 

問 16、問 17 については、複数の交際相手から暴力を受けた方は、あなたがより深く傷ついた

経験の１つについてお答えください。 

【交際相手から、問 13のＡからＣの行為を受けたことがある方すべてにお聞きします。】 

問16 あなたは、交際相手からそのような行為を受けたとき、どうしましたか。あてはまる番

号に○をつけてください。                   （○はひとつだけ） 

（図 12-1） 

 交際相手からの暴力の被害を受けたことがある人(130人)に、その行為を受けたとき、どうし

たか聞いたところ、「相手と別れた」が 43.8%、「別れたい(別れよう)と思ったが、別れなかっ

た」が 30.0%、「別れたい(別れよう)とは思わなかった」が 14.6%となっている。 

性別にみると、女性は「相手と別れた」(45.8%)が半数近くを占めている一方、男性は「別れた

い(別れよう)と思ったが、別れなかった」が 29.4%、「別れたい(別れよう)とは思わなかった」

が 26.5%で、結果的に『別れなかった』という人がほぼ半数を占めている。 

 

図 12-1 交際相手からの暴力の被害を受けたときの行動 

43.8 

38.2 

45.8 

30.0 

29.4 

30.2 

14.6 

26.5 

10.4 

11.5 

5.9 

13.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(130人)

男性(34人)

女性(96人)

相手と別れた 別れたい（別れよう）と

思ったが、別れなかった

別れたい（別れよう）とは

思わなかった

無回答
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【問 16で「２ 別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」と答えた方にお聞きします。】 

問17 あなたが、交際相手と別れなかった理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。                                                （○はいくつでも） 

（図 12-2） 

 交際相手からの暴力の被害を受けたとき、「別れたい(別れよう)と思ったが、別れなかった」

と回答した人(39人)に、別れなかった理由を聞いたところ、「相手が変わってくれるかもしれな

いと思ったから」、「別れるとさみしいと思ったから」(30.8%)が最も高く、次いで「これ以上は

繰り返されないと思ったから」(25.6%)、「相手が別れることに同意しなかったから」(23.1%)の

順となっている。 

性別にみると、男性は「これ以上は繰り返されないと思ったから」、「子どもがいる(妊娠した)

から、子どものことを考えたから」(30.0%)が最も高く、女性は「相手が変わってくれるかもしれ

ないと思ったから」、「別れるとさみしいと思ったから」(34.5%)が最も高くなっている。 

  

図 12-2 交際相手と別れなかった理由 

30.8 

30.8 

25.6 

23.1 

20.5 

17.9 

17.9 

12.8 

12.8 

2.6 

7.7 

0.0 

20.0 

20.0 

30.0 

10.0 

30.0 

0.0 

10.0 

10.0 

10.0 

0.0 

10.0 

0.0 

34.5 

34.5 

24.1 

27.6 

17.2 

24.1 

20.7 

13.8 

13.8 

3.4 

6.9 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40%

相手が変わってくれるかもしれないと思ったから

別れるとさみしいと思ったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

相手が別れることに同意しなかったから

子どもがいる（妊娠した）から、

子どものことを考えたから

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、

性的な画像のばらまきなど）

経済的な不安があったから

世間体が悪いと思ったから

相手には自分が必要だと思ったから

周囲の人から、別れることに反対されたから

その他

無回答

全体(39人)

男性(10人)

女性(29人)
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１３ 交際相手からの暴力による命の危険を感じた経験 

 

【交際相手から、問 13のＡからＣの行為を受けたことがある方すべてにお聞きします。】 

問18 あなたはこれまでに、交際相手から受けたそのような行為によって、命の危険を感じた

ことがありますか。あてはまる番号に○をつけてください。     （○はひとつだけ） 

（図 13-1） 

交際相手からの暴力の被害を受けたことがある人(130人)に、その行為によって、命の危険を

感じたことがあるか聞いたところ、「感じた」という人は 22.3%、「感じなかった」という人は

72.3%となっている。 

性別にみると、命の危険を「感じた」(男性 11.8%、女性 26.0%)は、女性が男性を 14.2ポイン

ト上回っている。 

 

図 13-1 交際相手からの暴力による命の危険を感じた経験 

22.3 

11.8 

26.0 

72.3 

88.2 

66.7 

5.4 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(130人)

男性(34人)

女性(96人)

感じた 感じなかった 無回答
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１４ 性暴力の被害経験 

 

問19 あなたはこれまでに、性暴力（性交、身体を触られる、痴漢、盗撮などの同意のない・

望まない性的な行為）を受けたことがありますか。あてはまる番号に○をつけてください。 

（○はひとつだけ） 

（図 14-1） 

これまでに、性暴力(性交、身体を触られる、痴漢、盗撮などの同意のない・望まない性的な行

為)の被害を受けたことがあるかを聞いたところ、「ある」という人が 15.2%となっている。 

性別にみると、性暴力を受けたことのある男性は 1.0%、女性は 26.4%となっており、女性の約

４人に１人は性暴力の被害経験がある。 

 

 

図 14-1 性暴力の被害経験の有無 

 

15.2 

1.0 

26.4 

80.2 

95.5 

68.3 

4.6 

3.5 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

ある ない 無回答
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【問19で「１ ある」と答えた方にお聞きします。「ない」という方は問24にお進みください。】 

問20 加害者はあなたとどのような関係でしたか。あてはまる番号すべてに○をつけてくださ

い。                             （○はいくつでも） 

（図 14-2） 

性暴力の被害を受けたことがあると回答した人(178 人)に、加害者との関係を聞いたところ、

「まったく知らない人」が 64.6%と最も高く、次いで「職場・アルバイト先の関係者(上司、同僚、

部下、取引先の相手、客など)」(16.9%)、「配偶者(事実婚や別居中を含む)・元配偶者(事実婚を

解消した者を含む)」(11.8%)、「交際相手・元交際相手」(9.6%)、「その他の家族※・親戚」(5.1%)

の順となっている。 

 

図 14-2 加害者との関係 

16.9 

11.8 

9.6 

5.1 

3.9 

1.7 

0.6 

4.5 

64.6 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

職場・アルバイト先の関係者（上司、

同僚、部下、取引先の相手、客など）

配偶者（事実婚や別居中を含む）・

元配偶者（事実婚を解消した者を含む）

交際相手・元交際相手

その他の家族 ・親戚

通っていた（いる）学校・大学の関係者（教職員、

先輩、同級生、クラブ活動の指導者など）

親（養親・継親・親の交際相手を含む）

ＳＮＳなどインターネット上で知り合った人

その他

まったく知らない人

無回答

全体(178人)

※

 
※その他の家族：配偶者(事実婚や別居中を含む)及び親(養親・継親・親の交際相手を含む) 

以外の家族 

 

（注）性暴力の被害経験のある男性が少ないため、男女計で示す 

(以下、図 15-1を除き、問 23まで同じ) 
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問21 被害にあったのはあなたがいくつのときでしたか。あてはまる番号すべてに○をつけて

ください。                          （○はいくつでも） 

（図 14-3） 

性暴力の被害を受けたことがあると回答した人(178 人)に、被害にあったのはいくつのときか

聞いたところ、「20 歳代」が 49.4%と最も高く、次いで「18 歳・19 歳」(21.9%)、「小学生の

とき」(18.5%)、「30歳代」(16.9%)、「中学卒業から 17歳まで」(12.4%)の順となっている。 

 

図 14-3 性暴力の被害にあった時期 

2.2 

18.5 

8.4 

12.4 

21.9 

49.4 

16.9 

7.3 

2.8 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小学校入学前

小学生のとき

中学生のとき

中学卒業から17歳まで

18歳・19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代以上

無回答

全体(178人)
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１５ 性暴力の被害に対する相談 

 

問22 あなたはこれまでの被害について、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。あ

てはまる番号すべてに○をつけてください。           （○はいくつでも） 

（図 15-1） 

性暴力の被害を受けたことがあると回答した人(178 人)に、その被害について、だれかに打ち

明けたり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を『相談した』とし

てまとめた。『相談した』が 43.3%で、男性が 40.0%、女性が 43.4%となっている。 

 

図 15-1 性暴力の被害の相談の有無 

43.3 

40.0 

43.4 

56.2 

60.0 

56.1 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(178人)

男性(5人)

女性(173人)

相談した 相談しなかった 無回答

 

 

（図 15-2） 

相談先をみると、「友人・知人に相談した」が 23.0%と最も高く、次いで「家族や親戚に相談

した」が 19.1%と身近な人へ相談したという人が他の相談先より高くなっている。その他では、

「警察に連絡・相談した」(7.3%)、「職場アルバイト先の関係者(上司、同僚、部下、取引先など)

に相談した」(6.7%)の順となっている。 

一方、「どこ(だれ)にも相談しなかった」(56.2%)は半数を超えている。 
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図 15-2 性暴力の被害の相談先 

23.0 

19.1 

7.3 

6.7 

2.2 

1.7 

0.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.1 

56.2 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友人・知人に相談した

家族や親戚に相談した

警察に連絡・相談した

職場・アルバイトの関係者

（上司、同僚、部下、取引先など）に相談した

学校関係者（教員、養護教員、

スクールカウンセラーなど）に相談した

民間の専門家や専門機関（弁護士・

弁護士会、カウンセラー・カウンセリング
機関、民間シェルターなど）に相談した

医療関係者（医師、看護師など）に相談した

やまぐち性暴力相談ダイヤル

「あさがお」に相談した

山口県男女共同参画相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に相談した

労働局（労働相談窓口）に相談した

市役所、町役場に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

全体(178人)
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【問22で「14 どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方にお聞きします。】 

問23 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけ

てください。                         （○はいくつでも） 

（図 15-3） 

性暴力の被害について、「どこ(だれ)にも相談しなかった」という人(100 人)に、相談しなか

った理由を聞いたところ、「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」が 40.0%と最も高く、次

いで「相談するほどのことではないと思ったから」(31.0%)、「そのことについて思い出したくな

かったから」(24.0%)、「相談してもむだだと思ったから」(23.0%)、「どこ(だれ)に相談してよ

いのか分からなかったから」(21.0%)の順となっている。 

 

図 15-3 性暴力の被害について相談しなかった理由 

40.0 

31.0 

24.0 

23.0 

21.0 

17.0 

11.0 

10.0 

6.0 

5.0 

5.0 

3.0 

3.0 

2.0 

12.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談するほどのことではないと思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

相談してもむだだと思ったから

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから

自分さえがまんすれば、なんとか

このままやっていけると思ったから

他人に知られると、これまで通りの付き合い（仕事や

学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

世間体が悪いと思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

仕返しが怖かったから（もっとひどい暴力や、

性的な画像のばらまきなど）

加害者に「誰にも言うな」とおどされたから

相談相手の言動によって不快な

思いをさせられると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

その他

無回答

全体(100人)
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１６ やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」の周知度 

 

問24 あなたは、やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」☎０８３-９０２－０８８９(おは

やく)を知っていますか。あてはまる番号に○をつけてください。  （○はひとつだけ） 

（図 16-1） 

やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」を知っているか聞いたところ、「知っている」が 6.1%、

「知らなかった」が 87.9%となっている。 

性別にみると、「知っている」と回答した人は、男性で 5.3%、女性で 6.7%となっている。 

 

図 16-1 やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」の周知度 

6.1 

5.3 

6.7 

87.9 

89.3 

86.7 

6.1 

5.5 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

知っている 知らなかった 無回答

 

 

（図 16-2） 

性・年齢別にみると、男性は 18～19歳、30歳代で周知されておらず、女性は 50歳代までは約

１割が「知っている」と回答しており、60歳代以上は周知度が低くなっている。 

 

図 16-2 やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」の周知度（性・年齢別） 

知っている 知らなかった 無回答

7.1 

5.8 

4.7 

4.7 

6.7 

100.0 

89.3 

100.0 

89.9 

92.2 

91.5 

83.8 

3.6 

4.3 

3.1 

3.9 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(4人)

20～29歳(28人)

30～39歳(40人)

40～49歳(69人)

50～59歳(64人)

60～69歳(129人)

70歳以上(179人)

男性

14.3 

14.0 

9.2 

11.4 

10.5 

5.0 

1.4 

85.7 

86.0 

86.2 

87.6 

87.2 

89.4 

84.7 

4.6 

1.0 

2.3 

5.7 

13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳(7人)

20～29歳(43人)

30～39歳(65人)

40～49歳(105人)

50～59歳(86人)

60～69歳(141人)

70歳以上(209人)

女性
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【問24で、「１ 知っている」と答えた方にお聞きします。】 

問25 あなたは、やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」について、どのように知りました

か。あてはまる番号すべてに○をつけてください。        （○はいくつでも） 

（図 16-3） 

やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」について知っていると回答した人(71人)に、どのよ

うにして知ったか聞いたところ、「公的機関や店舗等に設置されたリーフレットやカード、トイ

レ等に貼られたステッカー」が 69.0%と最も高く、次いで「県の広報誌・テレビ・ラジオ」(33.8%)、

「行政機関(市役所、町役場など)からの紹介」(19.7%)、「インターネット(ホームページ等)」

(8.5%)の順となっている。 

性別にみると、女性は「公的機関や店舗等に設置されたリーフレットやカード、トイレ等に貼

られたステッカー」(86.4%)が最も高い。「県の広報誌・テレビ・ラジオ」、「行政機関(市役所、

町役場など)からの紹介」、「インターネット(ホームページ等)」、「学校関係者(教員、養護教

員、スクールカウンセラーなど)からの紹介」、「医療関係者(医師、看護師など)からの紹介」に

おいては、女性より男性で高くなっている。 

 

図 16-3 やまぐち性暴力相談ダイヤル「あさがお」を知ったきっかけ 
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学校関係者（教員、養護教員、スクール
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医療関係者（医師、看護師など）からの紹介

家族・友人などからの紹介

その他

無回答

全体(71人)

男性(27人)

女性(44人)
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１７ 特定の相手からのつきまとい行為 

 

問26 あなたはこれまでに、あなたはいやなのに、ある特定の相手にしつこく、つきまとわれ

たことがありますか。あてはまる番号に○をつけてください。   （○はひとつだけ） 

（図 17-1） 

ある特定の相手にしつこく、つきまとわれた経験の有無について聞いたところ、「ある」が

11.0%、「ない」が 85.1%となっている。 

性別にみると、特定の相手からつきまとわれた経験のある男性は 6.6%、女性は 14.5%となって

いる。 

 

図 17-1 特定の相手からつきまとわれた経験 
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（図 17-2） 

 性・年齢別にみると、特定の相手からつきまとわれた経験が「ある」と答えた割合は、女性の

18～19歳から 40歳代で 20.0%以上となっている。 

 

図 17-2 特定の相手からつきまとわれた経験(性・年齢別) 
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１８ 男女間の暴力をなくすための方法 

 

問27 あなたは、男女間における暴力をなくすためにはどうしたらよいと思いますか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。             （○はいくつでも） 

（図 18-1） 

配偶者間や交際相手同士など男女間における暴力をなくすためにはどうしたらよいと思うか聞

いたところ、「社会のあらゆる分野で人権尊重や暴力を許さない意識を醸成するための啓発を行

う」(53.7%)が最も高く、次いで「学校における男女平等や人権についての教育を充実させる」

(53.1%)、「犯罪の取り締まりを強化する」(51.5%)、「法律や制度の見直しを行う」(47.6%)、「家

庭における男女平等や人権についての教育を充実させる」(43.6%)となっている。 

性別にみると、男性は「社会のあらゆる分野で人権尊重や暴力を許さない意識を醸成するため

の啓発を行う」(56.9%)が最も高く、女性は「学校における男女平等や人権についての教育を充実

させる」(53.8%)が最も高くなっている。また、「過激な内容のビデオソフト、ゲームソフト等の

販売や貸出を制限する」(男性 30.0%、女性 38.6%)では、女性が男性を 8.6ポイント上回っている。 

 

図 18-1 男女間の暴力をなくすための方法 
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その他

無回答

全体(1,172人)

男性(513人)

女性(656人)

 


